
障
が
い
が

あ
っ
て
も

な
く
て
も

地
域
で

共
に
暮
ら
す

白石えつ子市議会議員
東村山・生活者ネットワーク

９月東村山市議会報告
 　      

本
市
の
高
齢
化
率
は
27.

７
％
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
75.

59
％（
令
和
６

年
）介
護
者
不
足
と
介
護
離
職
は
喫
緊
の
課

題
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
多
種
多
様
な
障

害
児
者
も
自
分
ら
し
く
尊
厳
を
も
っ
て
共

に
暮
ら
せ
る
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
求
め
、
現
状
と
課
題
に
対
す
る
打
開
策
を

問
う
た
。

　

子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
か
ら
、
本
市
の

中
学
２
年
生
の
15.

１
％
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
で
、
全
体
の
３.

１
％
は
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
と
の
報
告
あ
り
。

　

生
活
実
態
に
即
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー
ト
の
継
続
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定
の
見
解
を
市

長
に
問
う
。

　

       

国
の
法
整
備
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

定
義
づ
け
が
な
さ
れ
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
ケ
ア
の
領

域
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
柱
に
な
る
。
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
確
保

が
難
し
く
社
会
全
体
で
支
え
る
事
が
重
要
。

地
域
福
祉
、
子
ど
も
計
画
を
す
す
め
な
が

ら
、
当
市
に
必
要
な
ケ
ア
ラ
ー
の
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。

　

       

医
療
的
ケ
ア
児
を
介
護
す
る
母
親
の

孤
独
感
に
向
き
合
う
姿
勢
な
ど
、
小
さ
き

者
・
弱
き
者
の
利
益
の
保
障
が
必
要
と
訴
え

た
。

　      

日
本
は
子
ど
も
の
自
殺
が
Ｇ
７
の
中
で

も
一
番
高
い
。
国
・
地
方
公
共
団
体
・
事
業

主
に
問
わ
れ
て
い
た
責
務
に「
学
校
」を
加

え
、
社
会
全
体
で
そ
の
防
止
に
取
り
組
む

と
、
国
を
挙
げ
て
対
策
強
化
の
姿
勢
を
う
ち

だ
し
て
い
る
。
本
市
の
対
策
の
推
進
計
画

を
市
長
に
問
う
た
。

　

       

専
門
家
の「
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
」と
連
携

協
定
を
結
び
、
子
ど
も
・
若
者
に
対
し
て
の

支
援
強
化
と
し
て「
〜
気
づ
き  

声
掛
け  

つ

な
が
る
こ
と
で
命
を
す
く
う  

地
域
で
生
き

る
を
支
え
あ
う
ま
ち
〜
」の
実
現
を
め
ざ

し
、
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
と
、

地
域
へ
自
殺
対
策
を
進
め
展
開
し
て
い
く
。

　
　*

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
」。

　

       

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
自
殺
を

考
え
る
子
ど
も
の
８
割
は「
話
を
聴
い
て
ほ

し
い
」と
の
事
。
子
ど
も
の
権
利
救
済
に

「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」が
必
要
と
訴
え

た
。

　

       

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
多
い
ほ
ど
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
。
子
ど
も
の
意
見
を
聞
い
て
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
重
要
で
、
実
効
性
の
あ

る
解
決
策
を
取
れ
る
取
り
組
み
の
在
り
方

を
、
研
究
し
た
い
と
の
事
。

一
般
質
問
よ
り

介
護
さ
れ
る
人
も
介
護
す
る
人
も
尊
重

さ
れ
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定
を

令
和
７
年
度
９
月
議
会

      

主
な
決
定
事
項

東
村
山
市
第
２
次
自
殺
対
策
推
進
計
画

に
つ
い
て

市
長

白
石

市
長

白
石

市
長

　生活者ネットワークの活動は、
議員報酬の一部と年２回の皆さま
のカンパで進めています。
　今回も振り込み用紙を同封させ
ていただきます。ご協力いただけ
ましたらありがたいです。（ご無理
な場合はご放念ください。）

   ニュース配布者募集中（薄謝あり）
   ニュースのメール配信をご希望      
　 の方は、こちらまで。

カンパのお願い

hmy.net@hyper.ocn.ne.jp

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
の
柱

３
つ
の
ル
ー
ル 

原
発
は
い
ら
な
い

戦
争
の
な
い
平
和
な
暮
ら
し

多
様
性
を
認
め
人
権
を
尊
重
す
る

・ 

議
員
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

・
議
員
報
酬
は
市
民
の
活
動
資
金
に

・ 

選
挙
は
す
べ
て
手
作
り  

10/11　インクルーシブ教育をど
う実現するか？の研修に参加
　弁護士柳原由以さんを講師に、
異質な人を排除せず、互いの違い
や弱さを認めあえる学級が求めら
れているとの見解に共感！

決
算
認
定
討
論

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い

ま
ち
の
創
出
を
！

10/10　 国際福祉機器展へ
　学校に設置可能な段差解消機
チェーンウェイターの講座に参
加。車椅子でも自由に動ける社会
インフラの実現が、誰にも有効な
ツールに変わっていくことなどを
共有した。参加された皆さんと!

●
厚
生
委
員
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
可
決
。

・
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
及
び
高
校
生
の
医
療
費
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
８
年
度
４
月
１

日
か
ら
小
中
学
生
及
び
高
校
生
等
の
医
療
費

助
成
に
お
け
る
一
部
負
担
金（
＠
２
０
０
円
）

を
撤
廃
す
る
も
の
。

●
請
願

・
手
話
言
語
条
例
制
定
を
求
め
る
請
願
は
全

員
起
立
で
可
決
。

●
陳
情

・
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
補
助
を
求
め
る
陳
情
可
決
。

　
　*

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス　

抗
が
ん
剤
を
は
じ
め

と
す
る
薬
物
療
法
の
副
作
用
、
手
術
に
よ
る

傷
の
変
化
な
ど
が
も
た
ら
す
ス
ト
レ
ス
を
、

軽
減
す
る
た
め
の
ウ
イ
ッ
グ
な
ど
の
ケ
ア
。

・
男
性
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を

求
め
る
陳
情
可
決
。(

白
石
は
反
対
討
論)

●
手
数
料
及
び
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
や
市
民
の
利
便

性
向
上
を
目
的
と
し
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
多
機

能
端
末
機（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）で
交
付
す

る
証
明
書
等
を
窓
口
交
付
は
１
０
０
円
引
き
、

令
和
８
年
２
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
コ

ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
を
一
律
10
円
と
す
る
も

の
。
賛
成
多
数
で
可
決
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
法
に
よ
れ
ば
、
取

得
選
択
の
自
由
に
反
す
る
こ
と
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
非
取
得
者
が
、
対
等
な
恩
恵
を

受
け
ら
れ
な
い
現
状
は
不
公
平
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
白
石
は
反
対
討
論
を
お
こ
な
っ
た
。

●
陳
情

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
性
教
育
を
求
め
る
陳

情
は
否
決
。（
白
石
は
賛
成
討
論
）

・
八
坂
小
給
食
調
理
室
建
て
替
え
を
求
め
る

陳
情
は
否
決
。（
白
石
は
賛
成
討
論
）

 ・
主
に
災
害
時
の
利
活
用
の
た
め
、
電
動
車

い
す
対
応
可
能
な
ト
イ
レ
カ
ー
の
配
置（
納

期
は
令
和
８
年
６
月
予
定
）。

・
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
公
立
で
は

第
一
保
育
園
、
民
間
で
は
、
お
し
ゃ
ら
保
育

園
が
令
和
８
年
４
月
か
ら
開
始
予
定
。

　　　

多
様
性
、
社
会
的
包
摂
性
の
あ
る
持
続
可

能
な
東
村
山
を
目
指
し
、
黒
字
決
算
と
な
っ

た
事
を
評
価
す
る
も
、
財
政
見
通
し
で
は
令

和
12
年
に
は
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
す
る
と

の
予
測
か
ら
、
超
高
齢
少
子
化
を
見
据
え
た

公
共
施
設
再
生
計
画
な
ど
、
多
額
の
地
方
債

を
要
す
る
際
、
不
用
額
に
影
響
す
る
契
約
差

金
を
生
ま
な
い
対
策
と
、
指
定
管
理
者
制
度

の
在
り
方
の
見
直
し
の
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
解
消
は
背
後
の
親
の
貧
困

解
消
に
あ
る
た
め
、
福
祉
・
保
健
医
療
・
教
育

等
の
重
層
的
な
相
談
支
援
体
制
と
、
制
度
の

狭
間
に
零
れ
落
ち
な
い
連
携
の
構
築
が
必
要
。

　

社
会
的
な
自
立
に
つ
な
が
る
打
開
策
の
視

点
を
持
つ
こ
と
が
、
障
害
者
の
移
動
支
援
の

強
化
と
な
る
。

　

み
ん
な
が
共
に
遊
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
等
を
設
置
し
た
公
園
の
誕
生
。
公
園
実

態
調
査
結
果
に
基
づ
く
公
園
全
体
の
再
配

置
・
再
整
備
の
計
画
策
定
に
期
待
す
る
。

　

東
村
山
版
市
民
気
候
会
議
開
催
を
評
価
。

持
続
可
能
な
行
動
変
容
を
促
し
、
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
や
生
物
多
様
性
な
ど
、
気
候
危
機

打
開
、
脱
炭
素
の
姿
勢
を
、
市
が
率
先
し
て

示
す
こ
と
を
求
め
た
。　
　
　

　

秋
津
図
書
館
り
ん
ご
の
棚
設
置
は
、
誰
も

が
本
を
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
居
場
所
実
現
を
評
価
す
る
。

　

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上

で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
標
準
・
平
準
化
さ

れ
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
理
解
に
時
間
を
要
す

る
市
民
の
情
報
利
用
の
際
に
は
、
人
権
意
識

の
共
有
と
合
理
的
配
慮
に
よ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
、
誰
に
も
分
か
り
や
す
い
対
応

を
求
め
た
。

問

封筒の表書きの下に記載の二次元 
コ ードからも申し込めます。

令
和
６
年
度
決
算
は
、一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
下
水
道
会
計
共
に
認
定
。

生
活
文
教
委
員
会
手
数
料
及
び

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
議
案
は
可
決
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

３
号)

・
特
別
会
計
補
正
予
算  

賛
成
多

数
で
可
決
。

　*

問

　*


